
『点訳フォーラム』より 

39．p200 ４．目次 

見出しに点訳挿入符で説明が必要となったものがあり、見出しの次行３マス目から点訳挿入符を入れ

ました。その場合、目次はどのように書くのがよいのでしょうか。 

 

【Ａ】 

目次には、５マス目、あるいは７マス目、９マス目から書いた見出しだけを入れます。点訳挿入符の部分

は目次には入れません。 

 

 

 

？ 本文中の見出しに点訳挿入符 

 

 

 

○本文中の見出しは見出しの次行３マス目から点訳挿入符をいれた 

 

 

 



『点訳掲示板』より 

12．p111 ５．点訳挿入符 

見出しに、漢字を説明する点訳挿入符を添えてもよいですか。 

【Ａ】 

見出しは目次にも掲載しますし、見出しに点訳挿入符で囲んだ説明があると長くなり煩雑になりま

す。見出しのイメージも変わってしまうと思いますので、できるだけ点挿は入れない方がよいと思いま

す。本文を読めば分かる場合は、必要ありませんし、どうしても必要な場合も、見出しが終わった後に

行を替えて点挿を入れるなどの工夫をしたらどうでしょうか。 

 

 

《Ｑ71》 

「朗朗介護」というタイトルの図書があります。「ローロー■カイゴ」と点訳した場合、老々介護と思う

人がいると思います。しかし、表紙のタイトルや、見出しには点訳者挿入符を入れずに、本文に出てきた

時に点訳者挿入符を入れるとボランティアの方から言われました。 

表紙のタイトルや見出しに点訳者挿入符を入れてはいけないのでしょうか？ 

 

《Ａ》 

表紙のタイトルや見出しに点訳者挿入符を入れてはいけないという規則はありませんが、できるだ

け入れないで処理をした方がすっきりすると思います。そういう視点で見ていくと、読んだだけでは分

からないと思われるタイトルや見出しは、意外と多いものです。人目を引くための文字遣いや表現、レ

イアウトが多くなされます。副題や書誌でわかったり、あるいは「？」と思いながら読む楽しさも含んで

いるかもしれません。そのような観点から、標題紙に点訳者挿入符を入れるのは、あまりお勧めしませ

ん。 

もしどうしても説明を要すると思ったら、点訳書凡例で断ってもいいのかもしれませんが、その前に

目次を読んで理解できるかもしれません。 

点訳者挿入符は、できるだけ最低限必要な箇所に、コンパクトに入れることをお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



てびき１１４ｐ 

 

 

 

 

 

 

 

指導者ハンドブック 第 4 章 ３６ｐ ３．波線 

 ポイント解説 

 波線は、数量・時間・場所などの範囲を表す墨字の「～」などに対応させて用い、前後ろは続けて書き

ます。墨字では「－」が使われている場合もあるので、意味で判断する必要があります。 

平将門（？－940）は 

無無たいらの無まさか濁と七？「」数940七わ 

 

点訳のてびき Q&A第 2集 ４８ｐ 

 
てびき 138-139ｐ 

外国語引用符の中には波線は使用できませんので、範囲を表すハイフンに置き換える 

 

 1809-65 

日本語では、生没年は、波線を用いる 

数1809「」数65 

 

 英語点字では、ハイフンを用いる 

 数1809「数65 



２．p113 １．棒線・点線 

水木しげる 1922生－2015 没 

この場合の棒線は波線にするべきでしょうか。棒線を使うと意味が変わりますか。 

写真の説明 ＝ 筆者撮影の場合は、棒線にしてもよいでしょうか。 

 

【Ａ】 

生没年の場合は、波線を用います。 

「1922 生－2015 没」 数１９２２■ウマレ③⑥③⑥数２０１５■ボツ 

「てびき」p114 「3．波線」の用例「東京－大阪」に波線を用いています。このことからも、範囲を表す

場合は、棒線を波線に代えて点訳します。 

写真の説明が終わって、その後ろに「＝筆者撮影」と書いてある場合でしょうか。 

棒線を用いても間違いではないと思いますが、文脈によって、二マスあけにする場合もあると思いま

す。  

棒線やイコールは墨字では種々の場面で用いられます。殆どの場合は、棒線をそのまま用いられます

が、文脈にあった点訳をすることが必要になります。 

 

1922 生－2015 没 

数1922無うまれ「」65「」数2015無濁ほつ 

 

東京－大阪 

とー拗こー「」おおさか 

 

写真の説明 ＝ 筆者撮影  

拗さしんの無せつめい無ーー無ひっ拗さ無さつえい 

ゃ 

拗さしんの無せつめい無無ひっ拗さ無さつえい 

 

 

そのおかげで、2015-16 シーズンの 

×その無おか濁け濁て、無数2015」数16無しー濁すんの 

 

○その無おか濁け濁て、無数2015「」数16無しー濁すんの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『点訳フォーラム』より 

【質問１】 

『仏教が教えてくれる「お別れ」の仕方』名取芳彦著のなかに「眼耳鼻舌身」という言葉がでてきまし

た。『点訳フォーラムＱ＆Ａ』に般若心経の教文があって、「眼耳鼻舌身」の分かち書き（「ゲン■ニ■ビ

■ゼツ■シン」）と回答があったのでわかったのですが、本文中に「眼耳鼻舌身」の詳しい説明がない

ので、漢字の説明を点訳挿入符でいれたほうがいいですかと質問を受けました。 

  私も、点訳挿入符があった方が漢字の理解できると思い次のように考えました。 

 ゲン■ニ■ビ■ゼツ■シン点挿メ■ミミ■ハナ■シタ■カラダ点挿ノ■数５カンデ■ 

  

 以下、原文です。 

 たとえば、小学生が学校から帰ってくると、眼耳鼻舌身の五感で感じたことを報告して、それについ

てどう思ったかをウキウキしながら教えてくれます。 

 

【回答１】 

 点訳フォーラムＱ＆Ａを参照いただいて、うれしく思います。ですが、Ｑ＆Ａ「p97 ２．古文や漢文の

分かち書き」の現在の 25.は、お経の点訳についてのＱ＆Ａです。ご質問の原文はお経ではなく一般の

文章です。この場合は、１文字ずつわかりやすく点訳するのがよいと思います。 

 

ご質問の場合の「眼耳鼻舌身」は、メ■ミミ■ハナ■シタ■シン点挿シンタイ点挿ノ■数５カンデ・・・と

点訳してよいと思います。「身」だけは点訳挿入符があった方がよいと思います。 

 

眼耳鼻舌身の五感で 

 め無みみ無はな無した無しん七七しんたい七七の無数５かん濁て 

 

【質問２】 

「眼耳鼻舌身」の回答ありがとうございました。 

 

 この「眼耳鼻舌身」には原本にはルビが「ゲンニビゼツシン」とありまして、これも質問に入れとかな

ければいけなかったのですが、入れておりませんでした。 『点訳フォーラムＱ＆Ａ』で般若心経のこと

を見つけて、ヤッターと喜んでしまって、重要なキーワードが抜けて質問してしまいました。 

 

 以下原文 

たとえば、小学生が学校から帰ってくると、眼
ゲン

耳鼻
ニ ビ

舌
ゼツ

身
シン

の五感で感じたことを報告して、それについて

どう思ったかをウキウキしながら教えてくれます。 

 

 点訳フォーラム様から答えをいただいたことと、原本にルビが「ゲンニビゼツシン」を踏まえると、 

「眼耳鼻舌身の五感で」は、 

ゲン■ニ■ビ■ゼツ■シン点挿メ■ミミ■ハナ■シタ■シンタイ点挿ノ■数５カンデ 

 でよろしいでしょうか？ 

 

 



【回答２】 

 般若心経からの引用なのですね。 

ルビがあれば、お考えの通り 

ゲン■ニ■ビ■ゼツ■シン点挿メ■ミミ■ハナ■シタ■シンタイ点挿ノ■数５カンデ 

と書いてよいと思います。 

 

眼耳鼻舌身
ゲ ン ニ ビ ゼ ツ シ ン

の五感で 

濁けん無に無濁ひ無濁せつ無しん七七め無みみ無はな無した無 

しんたい七七の無数５かん濁て 

 

 

 

『点訳フォーラム』より 

25．p97 ２．古文や漢文の分かち書き 

般若心経の経文の表記はどうなりますか？ 

観自在菩薩 行深般若波羅蜜多時 照見五蘊皆空 度一切苦厄 舎利子 色不異空 空不異色 

色即是空 空即是色～ 

 

【Ａ】 

般若心経の全文は以下の通りですが、原文によっては、漢字４文字ずつ空白を入れて書かれていた

り、句点が付いていたり、行を替えるところも種々ありますので、そのような点は原文を尊重して書く

ことになります。また原文に従って、実際に唱えるように長音を入れて点訳する方法もあると思いま

す。読みが少し異なる場合もあるかもしれません。 

以下に点訳の一例を示しますが、他の解釈もあるかもしれませんので、参考としてお使いください。 

 

観自在菩薩 行深般若 波羅蜜多時 

カンジザイ■ボサツ■■ギョー■ジン■ハンニャ■ハラミッタ■ジ■■ 

照見五蘊 皆空 度一切苦厄 

ショーケン■数５＝オン■カイクー■■ド■イッサイ■クヤク■■ 

舍利子 色不異空 空不異色 

シャリシ■■シキ■フイ■クー■■クー■フイ■シキ■■ 

色即是空 空即是色 

シキ■ソク■ゼ■クー■■クー■ソク■ゼ■シキ■■ 

受想行識 亦復如是 

ジュ■ソー■ギョー■シキ■■ヤクブ■ニョゼ■■ 

舍利子 是諸法空相 不生不滅 

シャリシ■■ゼ■ショホー■クーソー■■フショー■フメツ■■ 

不垢不浄 不増不減  是故空中 

フク■フジョー■■フゾー■フゲン■■ゼ■コ■クー■チュー■■ 

 



無色無受想行識 

ム■シキ■ム■ジュ■ソー■ギョー■シキ■■ 

無眼耳鼻舌身意 

ム■ゲン■ニ■ビ■ゼツ■シン■イ■■ 

無色声香味触法 

ム■シキ■ショー■コー■ミ■ソク■ホー■■ 

無眼界乃至無意識界 

ム■ゲンカイ■ナイシ■ム■イシキカイ■■ 

無無明亦無無明尽 

ム■ムミョー■ヤク■ム■ムミョー■ジン■■ 

乃至無老死 亦無老死尽 

ナイシ■ム■ローシ■■ヤク■ム■ローシ■ジン■■ 

無苦集滅道 無智亦無得 

ム■ク■シュー■メツ■ドー■■ム■チ■ヤク■ム■トク■■ 

以無所得故  菩提薩埵 

イ■ム■ショ■トク■コ■■ボダイ■サッタ■■ 

依般若波羅蜜多故 心無罣礙 

エ■ハンニャ■ハラミッタ■コ■■シン■ム■ケイゲ■■ 

無罣礙故 無有恐怖 

ム■ケイゲ■コ■■ム■ウ■クフ■■ 

遠離一切顛倒夢想  

オンリ■イッサイ■テンドー■ムソー■■ 

究竟涅槃 三世諸仏 

クキョー■ネハン■■数３ゼ■ショブツ■■ 

依般若波羅蜜多故 

エ■ハンニャ■ハラミッタ■コ■■ 

得阿耨多羅三藐三菩提 

トク■アノク■タラ■数３ミャク■数３ボダイ■■ 

故知般若波羅蜜多 是大神呪 

コ■チ■ハンニャ■ハラミッタ■■ゼ■ダイジンシュ■■ 

是大明呪 是無上呪 

ゼ■ダイミョーシュ■■ゼ■ムジョーシュ■■ 

是無等等呪 能除一切苦 

ゼ■ムトードーシュ■■ノー■ジョ■イッサイ■ク■■ 

真実不虚 故説般若波羅蜜多呪 

シンジツ■フコ■■コ■セツ■ハンニャ■ハラミッタ■シュ■■ 

即説呪曰 羯諦羯諦 

ソク■セツ■シュ■ワツ■■ギャテイ■ギャテイ■■ 

波羅羯諦 波羅僧羯諦 

ハラ■ギャテイ■■ハラ■ソーギャテイ■■ 

菩提薩婆訶 般若心経 

ボジ■ソワカ■■ハンニャ■シンギョー 



『点訳フォオーラム』より 

【質問】「ボケツッコミ」について質問です。 

 点訳フォーラムで「ノリツッコミ」は一続きでした。 

 

 原本より 

 なんでもないネタだが、二人のボケツッコミは完璧な間合いだった。 

 

 「ボゲ■ツッコミ」と「ボケツッコミ」と意見が分かれています。 

 私は複合語とはいえなと思うので「ボゲ■ツッコミ」と区切って書いていいのかなと思っています。 

 

 

 

 

【回答】 ボケとツッコミですので、ボケ■ツッコミと書いてよいと思います。 

 

「ノリツッコミ」は、ボケに対して、いったんノッテからツッコムという話法のようで、一人の人が「ノッ

テツッコム」であって、ノリとツッコミではないので、「ボケツッコミ」とは異なると思います。 

 

ボケツッコミ 

濁ほけ無つっこみ 

 

 

『点訳フォーラムの点訳表記の語例』より 

 

ノリツッコミ 

のりつっこみ 

 

 

 

 

 

『点訳のてびき』66ｐ コラム１７ より 

 

 

 



『点訳フォーラム』より 

【質問】 

「非障害自閉症スペクトラム」について質問です。①②どちらがよいでしょうか？ 

① 「てびき」ｐ68 【備考２】により「非」がマスあけを含む複合語の全体にかかっている場合は、「非」の

後ろで区切って書くと考え、ヒ■ショーガイ■ジヘイショー■スペクトラム 

② 「非」は語頭につく接頭語的な１字の漢語ですので、直後の語と続けて書くと考え（「非」は障害だけ

にかかっている場合）、ヒショーガイ■ジヘイショー■スペクトラム 

 

【回答】 

「非」は接頭語ですが、非課税、非公式、非公開、非国民など、辞書の見出し語にも採用されているよ

うな、後ろの語との結びつきが強い場合は続けて書きますが、非■科学、非■拘束、非■会員、非■信

者など、後ろの語との結びつきがあまり強くなく、「非」の自立性が強い語の場合は区切って書いてい

ます。非障害も、ヒ■ショーガイと区切った方がよいと思います。 

非障害自閉症スペクトラムの「非」は「障害」にだけかかっていますが、「非障害」は区切って書いた方

がよいので、ヒ■ショーガイ■ジヘイショー■スペクトラムとなります。 

非障害自閉症スペクトラム → ひ無拗そー濁かい無濁しへい拗そー無すぱへくとらむ 

 

『点訳フォーラム』より 

15．p68 １．３拍以上の意味のまとまり 【備考２】 

「非」について質問します。 

非加熱■製剤、非課税■所得、 

非■政府■組織、非■営利■組織となっていますが、考え方を教えてください。 

「非弾性衝突」はどう考えれば良いのでしょうか？ 

【Ａ】 

「非」についてまとめると以下のようになります。 

１．「非」は語頭につく接頭語的な１字の漢語ですので、直後の語と続けて書くのが原則です。 

非加熱や非課税は、後ろに「製剤」や「所得」が付いても、付かなくても一続きに書きます。 

非加熱■製剤、非加熱■殺菌、非課税■所得、非課税■貯蓄などとなります。 

２．「非」がマスあけを含む複合語の全体にかかっている場合は、「非」の後ろで区切って書きます。 

政府■組織 に対する 非■政府■組織 

営利■組織 に対する 非■営利■組織 

もともと「非政府」「非営利」という語のまとまりではなく、政府組織、営利組織ではないという意味の

「非」なので、区切って書きます。 

「非弾性衝突」の意味は、「弾性衝突とは対照的に、内部摩擦のために運動エネルギーが保存しない衝

突」ということですので、「非」が「弾性■衝突」というマスあけを含む複合語全体にかかっています。 

ですから「てびき」ｐ68 【備考２】により、「非■弾性■衝突」となります。 

「非」では、１．と２．の明らかな区別は分かりにくいかもしれませんが。 

参考までに、「被」について考えてみますと、 

「被」は、直後の語とほとんど例外なく続けて書きます。 

被保護も続けて書きますので、「被保護■世帯」も続けて書きます。これは１．の例になります。 

しかし、「被生活保護世帯」となると、「被」は「生活保護」というマスあけを含む複合語にかかっていま

すので「被■生活■保護■世帯」となります。           


